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健常篤志者 43人 43眼の右眼を対象とし、8時から 18時まで 2時間毎に計 6回眼圧測
定を行った。IcareHOME, Icare, GATの順に眼圧を測定した。8時の測定では全ての眼圧
計で繰り返し 3回ずつ測定し、この時点で測定された眼圧値を再現性の評価に利用した。





圧計の測定値の再現性は intraclass correlation coefficients (ICCs) を用い、各眼圧計間の




圧値は 12時、16時、18時の時点で GATの眼圧値より有意に低かった (P<0.05, Tukey-
Kramer test) 。各眼圧計の再現性はすべて高かった（ICC>0.8）。Icareと IcareHOME
間では ICC=0.704、Icareと GAT間では ICC=0.813と一致性が高かったが、IcareHOME
と GAT間で一致性が最も低く ICC=0.641であった。Bland-Altman analysisの結果か
ら、Icareと IcareHOMEには比例誤差、加算誤差はなく、一致性も良好であることが分
かった(R=‐0.36, P=0.016, Width of 95%LOA=10.01mmHg) 。GATと IcareHOMEの
間には比例誤差があり、IcareHOMEは眼圧が高ければ(>18 mmHg)高く、眼圧が低けれ
ば(<18 mmHg)低い値を示したが、一致性は良好であった（R=-0.31 p=0.038 Width of 
95%LOA=9.89mmHg）。加算誤差はなかった。GATと Icareの間には比例誤差があり、
Icareは眼圧が高ければ(>15mmHg)高く、眼圧が低ければ(<15mmHg)低い値を示した。
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４． ２台の IcareHOME間の測定値の一致性 
５． 本研究の対象者の眼圧測定時間以外の行動が眼圧測定結果に与える影響 
 
 これらに対して極めて適切な解答をなし、本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関
係事項に関する本人の学識について試験した結果、全員一致していずれも学位を授与する
に必要な学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
